
MuSICビームラインから取り出される負ミュオンを使った
ミュオン捕獲反応によるRI生成を検討した

負ミュオンを高効率で収集するため、白色ミュオンビームを
用いることとする。

輸送用ソレノイド出口からターゲットまでのミュオンの軌道
計算をCST studio suiteを用いておこなった。Ra標的のサイズを と仮定した時ターゲットに到達する負

ミュオンの数は であり、生成されるFrの数は

CST studio suite

ミュオンの捕獲反応で核変換が起きる
→RI生成に利用する

そのためには大量のミュオンが必要

RIの大量生成のためにミュオン強度を上げる
→ホワイトミュオンビームの利用を考え
既存のビームライン、改良したシミュレーションで評価します
existing                       improved
既存のビームラインのすぐ下流に標的をおいて、照射する

こういう分布が得られました

新しい方式にするとミュオンの量が増え何倍有利です

負ミュオンが原子に捕獲され、ミュオン原子を生成する
deexcitationの過程でX戦を放出します。
１sじょうたいで原子核に捕獲され核変換が起きる
→RI生成に利用する

例としてどのラジウム標的に負ミュオンを照射して
Fr生成の評価を行いました
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Assumed RI production

• RΙ production by muon capture reactions (transmutation)
• high-intensity muon beam -> beamline improvement

• We simulated muon yields, profile and 
transport efficiency for existing and 
improved beamline.

• 20 times higher yield.

• Based on this distribution, we estimated RI 
production rate, for example, using a 10-mmφ
Ra-226 target.
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